
第 6章 ソ連時代のコミュニティ観ーマハッラの

事例から

これまでの収で述べたように，ウズベキスタンでは約70年にわたるソ連1月代

を辿して，現代111：界でも狂lをみないはどの人規模な変｝1＼：が進行した．社会は，）ゞ

きな変容を相次いで経験してきたか，その中で社会の独I’l‘|1があらゆる1lliで保

持されてきたことも見逃すことはできない．

この変容の過1州で政治，社会，文化のあらゆる箭l域でネ士会主義化を経験し影

評を受けたのはウズベキスタンのコミュニティである．マハッラとよばれる近

隣コミュニティが1119:．盛なJ寺紬）Jを発揮し，政治・経済的な変動にもかかわらず，

地域の人々の安全と牛活を支える）占本的な社会糾織として機能してきた．マハ

ッラは複数の時代を通して，ウズベキスタンにおける持続的な社会発展と多几

的共生を支える糾織，あるいは市民社会の枯盤として注 1」されている．さらに，

マハッラの事例を通してソ連ll.『代における人々の1月係とその変容を観察するこ

とができる．

1. ソ連時代のウズベキスタンのコミュニティ

マハッラはソ連時代以前から現在のウズベキスタンがある領域にイ［在した都

市における行政単位：であった．各マハッラはアクサカル（直訳は「白い髭」）と

よばれるリーダーによって連‘院されており，そのアクサカルは，住民により選

出された後，都市の支配者からマハッラ長に任命された．その職務内容は，税

の徴収や命令の伝逹，治安の維持，｛l土瓜．民間の紛争の調停，孤児や謀婦の後見な

どI|l闊広いものであった． ソビエト政権の誕生にともない，マハッラはその姿を

大きく変えることになる．
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1.1 ‘ノビエト政権とマハッラの関係 ぃ

ソビエ l、政枠によるマハソ ラ政策は，柏民地は釘t:.ltlがオ直民地で社会の伝統的

な1:1糾みの中から日 1月の ljl(1りを述成できる1|：糾みのみを維持させるという指摘

と — ·致 している 2) ．ソビエ］、政枠は， 二.韮政策を実行するために長老やイ［民の

みならず学者や知識人を参加 させ，マハッラをソビエト礼会i:．義政府のイデオ

ロギーのために利）llしようとしたll. }922年， トルキスタン共和川の内務人民

委貝部 (NKVD) が，各地域のソ ビエト執行委員会やり＇1：命委員会に対 して，各

地域におけるマハッラ住民委員会設悩［の「4fi:1）.む文」（メモ）を迄ったことが政策

の出発、19忙と なった 1).

ソビエト政権の-.．．重政策の過f!t:をさらに具休的にみてみると ，1923:年におけ

るマハ ッラ の糾織化は，各地域にすでにイf{f．してし、た 「チャイ ハネ」を「1)ドし、

チャイハネ」（赤い茶）古）に変え，その場をソビエト政権へのJ-l|!f形（を深めるため

に使おうとした．「赤いチャイハネ」には，お茶を飲んだり話したりする場所以

外に小さな図書室もあった．そこには，数は限られていたものの，雑誌・：や本，多

言糾でのポスターが樅いてあった．

それに加え，1924年， トルキスタン共和国共廂党は「貴任感がある易1生」に

「ガプ」 51 （ともに夕食をとりながら1ll:|lij活をする伝統的なIt附月）への参加とそ

のi：ドで政治的議論を行う ことを呼びかけた見当然，ソ連指導者は 「ガプ」で

の議論の内容があくまでも社．会＿主義やソ ビエト 共産主義を支持するようなもの

になるよう期待していた． また，ソビエト政権は 1924年に初めてマハ ッラ の存

在を認めたが，その際，ソビエト政枠は各マハッラに「女‘It部」を設悩iし，地

I) ‘ノピエト政権とマハッラ の関係について詳しくは，テイムール・ダダ lヽ エフ「マJ ッヽラ の実像――

中央アジア社会の伝統と変谷」，束京大学出版会， 2006年参照．

2) 』'：しくは、 YuriiKulchik. Andrey Fadin. and Vicror Sagclcev. Central Asia after the Emfnre. 

London : Pluto Press, 1996.」（）i‘て［参照．
3) D,1vicl MacKenzie !¥ bramson. From Soviet To.Mahalia : Community and Transition in Post-Soviet 

Uzbekistan (以I‘-,From Soviet To Mah:1lla), thesis. Indiana University. April 1998. Gl貝参照

,1) Abramsonによると、こ の「4ii成J}悲文」 （メモ）が）よ礎となり， 1932年のマハッラに関する法作成

立に令る．詳しくは， DavidMackenzie Abramson. From Soviet To Mahalia. 72頁 参 照

5l 11本ては 「ガプ」 として辿JIIしてしヽ るか (j'ilJえば，小松久男，梅村」」！．守lll竹彦， 俯 谷 知1iJ.JJ11i 

JII徹粘ir11 I央ユーラシアを知る巾典j、平凡礼， 2005年，132貞参照）、 ウスヘク治の兌音では「ギ

ャプ」に近し ．ヽ また、 タジク晶では「ガシタク」として知られてしヽる．詳しくは，本書:Ji'；諭(|及l辿
Jll IIi;•O) 名II分）と第 2 ,tt を参照．

Cil David Mackenzie !¥ lm1rnson. From Soviet To Mahalia, 71 1'［参照．
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域内での女刊濯i]姐を削決する横閲としての権限を与えた．

ソビエト政権は 1932年に「ウズベキスタンの都市i¥:15におけるマハッラ委員会

に1l]する社、：11!」を成立させ，各地のマハッラ住民委員会設liり，：を完了した 7). こ

れにより， 1938年までにマハッラに対する政権の厳しい姿勢は緩和され，マハ

ッラがある利度のti：会的な役割を果たすことが叶容された凡

時が経過し，］959年のソ連共酋翌ふり出長フルシチョフのキャンペーンで始ま

った歴史のHi検 irlにより，マハッラは表I(li的にはさらに力をりえられたし））．

もっとも 1961年のウズベク・ソビエト社会 IIIO)l艮・1,1,1,i: 「マノヽッ

ラ委員会について」という怯1ドを成立させたものの，マハッラに実質的な枠利

と重炭な役割をりえはしなかった．

ソビエ l、政杵は行政を行うために，各地にソビエト議会を設け，その決議を

実行するために執行委員会を設けた．マハッラは，そのような各都市の地1メ執

行委員会の行車内のもとに ii侶．I~かれた．行政機関である執行委員会付属のマハッラ

代表者委員会が作られ，各マハッラ代表者が月に l,2 |lllほど行政機1月に出1hjき

指導を受けていた．そのようなマハッラ代表者委員会は都iiiレベルと地区レベ

ルではイf在していた．本来であれば，そのような委員会の目的はマハッラ代表

者とソビエト政権の対話のチャンネルになるはずだったが，結呆的に， ソビエ

l、政権がマハッラ代表者を指導する場になったにすぎなかった l(））．マハッラの

形成と忍ll［も各地悩の行政機閃であった行政執行委員会にまかされており，そ

の決定がなければマハッラの存在は認められなかった 11)．現在，ウズベキスタ

ンで 1)jのマハッラが存在していることに対し， 1961年のいくつかの都市のデ

ータによるとマハッラの数はタシケントに270以上，サマルカンドに l3l，ヌク

スに 45, ナマンガンに 42, アンデイジャンに 41, コーカンドに 481~) などが仔

7) 詳しくは． M.G'ulomov, M(Jhalla-Fuqaroiik zhanziiatning asosi. Toshkent : Adolat. 2003. 3]頁参

I I{｛ 

S) M. G'ulornov. Mahal/a-Fuqarolil1 zhamiiatning asosi. Toshkent: Adolat. 2003, 31頁参照．

9) ］959年の第 ll |ill党大会におけるフルシチョフソ連共／危党；り詞且との演況や］961年に共廂党が作成

したプログラムでは．マハッラとしヽうよりも「地域自治」の形での国民のIEI家連‘院参加が呼びかけ

られた， Davicl Mackenzie Abramson. From Soviet To Mahalia. 72貞参照．

l(）)その•例として 302 あったタシケントのマハッラの1i例があったが，これらとソビエト政t在の 1及l

係につし＼ては "Makhallinskiekornitety Tashkenta : Tsyfry i「akty... Agitator Uzbel1istana, N.7. 

1990, 22-25頁参！應

11) Kamilov K. "() roli makhallinskikh (kvartal'nykh) komiterov v sovremennyi period (v 

gorodakh Uzbekisrana) ". Obschestvennye Nau/ii v Uzbehista11e. N.2. l96L 59-G(）貝参照．
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図6.1 1970年代におけるマハッラ委員会の構造（オクチャブリ 40イッリギ・マハッラの事例）

在してしヽ た い）．

ただし，図6.1のような朴1}造が存在していたものの，各部門の追いは非‘常に曖

味であり， 1nl時に複数の作1外"lのメンバーになっていた人もいた．また，このIIか

期のマハッラの活動は自発的なものであり， tl：民は参）JI]を義務付けられている

わけではなかった．そして，マハッラ委貝会を梢戚する各部門の活動内容は， じ

に文化，スポーツ，地域の生活炭檄改善に関するものであった． llfjー．―, 政l｛す機

閃との強い連携を持ち共同で活動を行ったのは「警備隊」と「同志裁判」とい

う仕糾みであり，いすれも警察，検察庁，裁判所の指吟を受けていた．

l.2 ソ連時代のマハッラの実像

ソピエト政権はマハッラが以前持っていた社会的な役内l」を限定し，マハッラ

を政杵が重災と考えた目椋逹成のために利）Ilした．マハッラは住民による自治

糾織というよりは， ソビエト政権の 1::•I 的に従う社会組織となった．この時代の

マハッラに注目すると， 一見！『から持ってし、た存在怠義と1|：糾みはソビエト政

椅により破壊されたかのようにみえた．ある意味では，それが政権のJIl．いでも

あり｀マハッラは封仙的な辿制にしばられた古い社公糾織，あるいは否定，除

12) コーカンドのデー タに関しては， KotJcrYu.. ・・Nlakhallia reshaet i deislvuet""、S()/）etskりSoyuz.N.12. 

::33貞参照． （本文は1iり貞）

13) Kamilov K. "O roli rnakhallinskikh (kvartal'nykh) komiterov v sovrcmennyi period (v gor(）・

clakh Uzbt)kistana)..、 Obs/Jc/1estvennyeNau/ii v Uzbel1istr111e. N.2. 1961. 59-60 !,-［参照．
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去されるべきイスラーム的な仏統のiiIIt)未として批判される場面も多くあった．

もうー）jでソビエト政権はマハッラを批刊しながら， 1月民の間にその影糊）J

があることを忍めていた．そのことから，ソビエト政杵はマハッラを •Ilか的に

必災とみなし， しばらくの1iりは廃止せず政権のために利）Ilしてきた． しだいに

マハッラの存在感はi柑れていったか1L隊によるマハッラの利JIlは続いており，そ

の I_1的は）又ぷ教プロパガンダ，社会二じ義的な行'liとiiこ活の宣伝， ソビエト 1・[|家

の活動の支廿などに及んでいた l1).

マハッラの利）ll価伯は，住民の間にソビエ l、政枠に1月する↑什報を仏えられる

こと，各地で1贔々な政策を効呆llりに実行できること，そして何より住民の総識，

彼らの政権に対する見方を把握し，：i担'I！できることにあった ];i).

ソビエ l、政枠はマハッラを厳しし哨罰！・1くにliりき，マハッラ内で起きているこ

とを監親していた [(j). それは，｝又ソビエト的なプロパガンタの疑いのみならず，

政杵の初期には各IIl:4府が庭にある作物や家畜にかけた税金を払っているかどう

かを隠命視する 1二l的もあった．

ある人はその恐怖を以下のように息い出し，人々かl吋家から間辿って税金を

されないように，家の外の木から採れる呆物などは，あえて収穫しなかっ

たと言う．

ソ連時代のマハッラについては，人々はすべてに恐怖心を抱いていた．そ

んな状態で何事もうまくしヽくはずかなし‘•

l 4) マJヽ ソラの）又‘ぷ教プロ I¥ガンダ（こつしヽては、例えば、 Umc1rkhodzhacva0. ・・ Makhallinslrn 

kornitct dcjsivuet''. Agitator Uzbel1ist{l］W, N. l 7, 1987, 26↓'［力げi'：ifられる

15) マノ＼ソラの法的な地位か決められた法げとしては，’＇ Polozhcnico makhallin、ヽkild1 (kvanai'nykh) 

komitetakh v gorodakh Uzbekistana・・, Sbornih Ustavov, 19:32. N.17. 113頁； ＂Polozheniじ ob

obshchikh sobraniyakh (Skhodakh) grazhdan v sel'skikh mestnostyakh Uzbekskoi SSR utverzh-

dcno ukazom Prczicliuma Verkhovnogo Sovern Uzbekskoi SSR 30 avgusta 1961 ", !3Jmwochni!? a!?tivista-

obshclzestvemzilw: Sbornik ustavov i po/ozhenii samodeiatef'nyhh organizatsii trudyaschihhsya, Tashkent. 

1963. 182-194頁，:"Polozhenie o Makl叫linskihhkoniiretakh Tashkenta". Vechemyi 1'ash'1ent. l9 oktfabria令

]990. :2貞

16) 例えは． I96l年の規定によると↑マハソラには金銭的なJI又1） | （喫茶、 ft‘;:t. fl：・民からの活動費

の集金）を依11・.しており．すべての活動を各地のソビエト実行委員会のもとで行うべきであるとさ

れてし、なさらに，マハソラ総会にば必ず各地のソビエト丈行委員会の委員長が11i/1，i'；するべきとし

てし、る．＇•Polozhenie ob obschild1 sobr;rniyakh (skhodakh) grazhdan v sel'skikh mestnostyakh 

Uzbekskoi SSR ut vcrzhdeno ukazom prezicliuma Verkbovnogo Sovcta Uzbckskoi SSR 30 avgus-

ta l %1". 5/Jravoclmik Aktivista-Obschestvennilw: sborniil ustavov i po!ozhenii samodeiatel'ny/1h orga-

11izatsii trudyaschilihsya, Tashken r. l %3. 188-191 !'、[.



138 

例えは，どこのマハソラでも木を柏えることになったので，私たちのマ

ハッラでも 1nlじようにした． しかし，その木は1叶から提供されてし、たため，

せっかく呆物がなっても叶i・人食べようとしなかった蛤 どうしてかとしヽう

と，それは国の物であり，食べると泥棒になってしまうからだ．マハソラ内

に本の村ちi:．がいないような状況になってしまっても1；直樹は強訓的に行われ

ていた． No. 1, ウズベク人，男1生、 タシケント）

マハッラや，それに似たコミュニティの糾織が空t」]！機1月の機能をオ、『っており，

人々が亡くなったり，牛まれたり， 1）|越ししたりした時にはイ［民登録の機能ま

で果たしてし＼た．都市名I＄やソビエトから離れた地域では,fどもが生まれると

そのlilI:1リj；りをマハッラやジャモア (Jamoaー地域社会）が発行してしヽた．

弟は(]9) 45年にItまれ， lll]観やfll母はトゥルブコシム (Turubqosirn)

と名付けようとしていた．それは早く 191分の足で立って歩き始めるようにと

いう刷いを込めて相隠が名え，両糾も賛成した名前だった．

生後911 1 1に相鳳が名前の登録と llVl』|：:Iリji!} （いわゆるメトリカ）をも

らいにジャモアに行ったところ，その名前を付けさせてもらえなった． ジャ

モアの事務の女性が名他の、t:5：味がおかししヽ と1'IJI折し，「おばあちゃん，あな

たは立派な教育を受けている人なのに，なぜこのような名I]りを付けようとす

るのですか」と言ったらしい．そして「例えばアンヴァル (Anvar) とか

アヴァズ (Avaz) はどうかしら」と提案され，結屈弟はアヴァズになって

しまった． No. 16, ウズベク人，女性，タシケント）

この例にあるように，マハッラやコミュニティは爪に形式的な丁^・続きのみな

らず，人々の生活に深人りする形でlllりしていた． しかし，それには＿ーシ．つの側

I(]があり，そのつは各コミュニティの歴史的な役割と伝統であった．もう一

つは，ソビエ l、政杵がこれらのコミュニティに求めたことである．後者にIM]し

て， 1]り出の'li例にあったように，ソビエ l、政枠は各コミュニティ内で行われる

べき作業だけでなく，象斤しく生まれたfどもの望ましい名前のリストまで，ガ

イドラインの形で決めてし、た 17i.
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弟二次llt界大戦以降，ソビエト政権はマハ ッラにサえた権限を弱めるため，糸Il

織としての機能を減らしていった．財源を与えず，わずかな権限しかj寺てない

ようにしたのである． しかし，マハッラはイf在し続け，住民のつながりを糾持

い国を支えてきた．そのモラルや教脊的役割，イス ラーム的な慣行，近隣コ

ミュニティに枯づいた人的ネットワーク，術報の交換や助け合いのイ士糾みは，｛t

民に受け継がれ，彼らの努力に よって非公式の形で保持されていく．

1.3 住民間の交流・情報交換・助け合い

ソ連IIが代のマハ ッラはソビエト政杵から公式の役割と権限を与・えられなかっ

たことで，人々の間では近所付き合しヽといった伝統的なI‘'『恨交換や交流の部分

がより強調されるようになり，それが人々の4:．．i店の中で爪炭な役割を果たして

きた．それはマハッラの人々の共同揺識を闘めさせ，地域ftl心としての一^つの

アイデンテイティを桃：築する機能をも っていた．マハッライl・：民の情報交換や交

流の場としての仕糾みには，「ガプ」（「ガシタク」），「グザル」，そして「チャイ

ハネ」が挙げられる 18).

「 ガプ」とはウズベク語で「言菜」を意味 し， •一つのグループを札Ii)成する人々

がお互いの家を訪I廿lし，ごちそうになりながら1ll:|iil話をすることである．ほと

んどの場合 「ガプ」は易女別に行われ，各グループには団長のような存在がお

り，それは「仲間如」(jo'raboshi) とよ ばれる ．「ガプ」のコ ストは， ー主1忙者

のみの負担ではな く，各「ガプ」の終わり頃に，参）Jll者の皆が少しずつ出し介

い「ガプ」の：じ催者に手渡す．その額は主1枇者が）IJ、iiしたごちそうの額を1こlll|

り，参加者に「ガプ」への参加の関心を強化させる． しかし，お金は「ガプ」参

加においては二の次である．「ガプ」 への参加によって作られる人11.＂ij関係は非‘iit

に強く，参加者の団結をさらに強めることが人々にもっとも重視されている こ

とである．

」7)社会じ義時代の生活に相応ししヽ行’liの詳細と男女の名前リストの一例は， Sotsialistichesilieobn-

ady v zhizn'. Tashkent: Uzbekistan. 1987. 1,1頁参照 （本文は1iijiー・・［）
J8）本稿では、使）Ilされる これらの 「ガプ」（「ガシタク」），「グザル」．そして 「チャイハネ」などの

ltl(iitの中には，1：1本で使）Ilされる表記と ウズヘク語の菊店との間に相．述が生じてしヽるものがある．

本内てはこれらを H本て通川している表記に統一 している．例えば，ウズペク；語の「チョイホナ」，

「ギャ プ」などは，本柏では「チ ャイノヽネ」， 「ガプ」に統— 令 した ．
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マノ＼ノラ 1こお Itる食悩などを保竹するためのり血設． ‘ノ辿IIか代におし＼

ても、各マハノラの仕民はお念を出し合し＼噌料で儀式のI際にi史う錠

器などを 1!!l1：人した．

ソ辿時代を迎して，人々の•I1i恨交換・ 1月係強化のための睾間として「ガプ」以

外に，「グザル」か仔在してきた． J栢史的に，「グザル」は，商），片衝などマノ＼ツ

ラの什．．民に捉1共するサービスが集中する場所であった．「グザル」の重災な災索

としては小さな出場があり，住民はバザール（J(市場）まで足を述ばなくても

すべての 11‘}糾出を手に人れることができた．また，「グザル」には人々が集い軋

間活をする小さな広場があった．そのような「グザル」によくみられるのは，マ

ハッラの中心を朴か成する「チャイハネ」 （喫茶）l',t) である．その{f在は中央アジ

アではよく知られており，すでに述べた「ガプ」やマハッラ集会などで屯災な

役割を果たしてきたド））．

そのような什糾みに参加するのはマハッラの住民であるが，参加しなくても

マハッラ内で行われる行事へは出）紺できた．マハッラ内に｝｝｝｛［してしヽれば，行

lliについて0)，1’1い恨などは全員にも瓜々な形で必ず伝えられる 2(））．行事を開催する

仕民が各家々をIlh1lllして伝える時もあれば，近所の人や長どが1}｝]催11になると

l(）） ソ連IÌ『代におけるこれらの｛I：糾みとその役割lにつしヽては、"Nlakhall;lcla larbiia’’̀ ＇［‘(）shlmllt 

Yosh gvarcliia. 1970.牛．，J(こ 16-l !)貞参照．

20) ‘ノ辿1|．『代のマ／＼ソラのあり）j( こつ t· ヽては， ]~;1khirnov K. "ivlakh;dl;i, nachalo nachal: Obychai i sud'-

ba". Naulw i Religiia. N.9. 1989. 28-29頁参！！礼
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大古で什民を呼び込む役‘]』の人に仏える．それはソ連時代から1かに地）jでみら

れ，呼び込み役の人について，以下のような』I:1石がある．

ソ連時代の結婚式も盛）くに執り行われた．朝の41lか頃から、あそこの家

で今IIは結婚式があるとか，オシ（ピラフ）かふるまわれると 1iって，馬に

屎った男がマハッラを駆け阿って1呼び込んでいた．そして，皆その家に行っ

たものだ．

60-70年代のマハッラは非常に良かったが、それと比べると今は駄Ilにな

っている．女性部やマンションにといった役職が作られてはいるけれど，背

時はわれわれがJ!ii敬する人がマハッラの連‘常をしていたので結束）」が辿って

しヽた． 32, ウズベク人，男性，アンディジャン）

fi腎Ii交換やアイデンテイティの強化以外に，マハッラには助け含し噂））j法と

していくつかのに統的な什糾みがあった．その一つはいわゆる「ハシャル」で

ある．「ハシャル」は1iilじマハッラにイtむ人々が］［いに助け合って生活を成り立

たせていくことを訟味する．

「ハシャル」か行われるのは例えば近所の人が家を建てll'［すか，または祈築す

る時である．詞じ地域に住む人がl:|］を中心に集まり建設を手仏う．その代わ

り， 了伝ってもらったtl：と民は将来別の人が祈しい家を建てる時には手｛云わなけ

ればならなし＼・

ソ辿時代にも以卜.の乱［言のように，ハシャルは評価されており，ソビエト政

杵もマハッラの助け合しヽとしヽう 1llIlIhiを認めざるを得なかった部分が‘liIl.『も新間

などで恨逍されていた．

われわれには良し堺判翡がある．それはハシャルだ．例えば，誰かが家を

紐てることや）1:戸を掘ることなどのような非常に困難な作業を抱えているの

なら， もっとも旱くその人を助けに行くのはその近所の人である．それは当

然無料であり，友人としての行為である．これこそがハシャルである：：：I),

21) Kotler Yu.... Makhallia reshaet i deistvuet", S{JuetshりSoyuz.N.12. 33頁参照，



142 

ただし，労働や1,ij気で参加できなし、人は 1」1分の代わりに人をIィ［って『にうこ

とができた．

「ハシャル」以外にも詞じマハッラに仕む什民1IIll：の助け介し[))j法は多く，

それが4.1［に様々な斤liを行う l際に爪：炭になる．ソ連時代は小泊が安定しており，

経済的な余ネ谷があったことから行’liの規模が人きく，近所の『伝しヽがなしヽと滞

りなく行事を行うことはl朴難だった．

マハッラはその機能をよく呆たしてし、た．例えば， 11i［かの家で結婚人が

あれば骨駆けつけて丁1]..：った．祝宴は規松が大きくて，例えば，オシを1/1：る

I際には 100キロのお米を使っていた．それだけの米を使うということは，

1,000人を招待：することになる (l人‘りたり l00グラムのオシか・般的な「I

安である）． l，000人を迎えるのだから到底家族では）1j瓜ができないし，視

戚が手伝ってくれても（すべての作業をこなすことは） ！！！l；埋だ．やはりマハ

ッラの手1ぷしヽ は不可欠だ』21.

以 ソ連時代と現在＾のマハッラの追いを強調している．

惰かのマハッラにとって不可欠なのは年省りの存在だ． iド省りは多く，そ

の存在は人きかった．また，どの家も大家放で， 「どもを 10人牛むと「英

址の母」というメダルがllifiられていた．

住民は誰かが困っていると，特でお金を出し合ってその人を助けた．拿

額は決まったものではなく，各日が出し得る額でよかったし，お金でなくて

もそれぞれが日発的に）」になれることをしていた．

今のマハッラでは人が困っていても誰も気にしない．それか打たり前の

ことになっていて， 4ぐりに残念なことだ:Z:l).

22) このnt,『の解，品としては、テ イムール・ダダハエフ『マ Jヽソラの実像：中央アシア社会の伝統と

変容』． 東）；し大学II JI l阪会， 2006介・•, 96-97貞参照．

23) この，il|.I ]は Yさんによるものであり，その前仰兒としては，テイムール・ダダJヽエフ『マJヽッラの

丈像： 1 | l央アジア礼会のに統と変容』、東以）く学出版会． 2006年．168貞参照．
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2. ソ連時代のコミュニティの価値観とその変容

「ガプ」，「グザル」，「チャイハネ」，「ハシャル」はマ／ヽッラ什民が共行する価

1i1!［観のシンボルであり，コミュニティの価値観の源泉である．＇£|緊， 1五Jし価仙

観を持っている，あるいは，持ちたい人でないIIJ↓り， 1Iijじ地域に）［サイ［していて

もコミュニティの活動には積極的に参加しなかった．つまり，人々はマハッラ

やそこに根付いてぎた仏統・ 1児間を通して， 1、1分たちのIじ活を持紬させるとと

もに多心化を確保しながら共化してきたと考えられる．

2.1 ソ連時代のマハッラにおける人間関係

多くの人は叩烏のマハッラにおける人間関係の良さとそれが時代とともに変

わってしまったことをI1『しむ．彼らからみると ‘I1時のマハッラが1!il}姐なく機能

し，ソ連時代といったマハッラにとって厳しい時代を！じき残ることができたの

は，人々の関係の良さとお斤いに対する息いやりがあったからだった．しかし，

それが以在のマハッラにはみられないと，以1てのように主1Jlミする人は少なくな

し‘

！『のマハッラではおl［いに優しさと誡息を持ってし、た． l~I 分たちが持っ

ている物を分け合って[l.：活していた．今は何でもあるけれど，優しさと誡怠

がなしヽ ように息う．

！『は行事があると 3H|！!」は相手の家に泊まり込んで，食べる物を持ち寄

ってはいろいろな盾をしながら祝ったけれど，今はそうではない．招ち着い

た時代なのに優しさがないのは悲しいことだ．（IIll:.1字『者No.40, ウズベク

人，男性，フェルガナ）•l·I)

別の人も，当 IIかは思いやりがあったからこそ，｝—．i1 にお l［いが良い 1月係を維持

できただけでなく，自分たちの仕む地域をイtみやすくすることができたという．

その証言者によると，マハッラ住民は近所の人というより，親戚のような閃係

だったそうだ．
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近｝りi|nl 1：はおI［いの家を』jね介し・ヽ， しはしば泊まることもあった．ある

紅味，これが私たちのマハッラの牡色でもある．それは私たちのマハッラは

！栢史が非常に古くて，伝統と人々のつながりか強かったからだ．私が1l}jし、た

店だと，マノ＼ソラができたII.『はまだ水も山気もなく， 1［民の力で作り 1→．げた

そうだ．

1ヽ'tllかのマノ＼‘ノラは1i：民が視戚のようなつながりで成り立ってしヽた．おli.

しヽの家の出来巾は l'.I分の家の出来巾で，近所の結妍式への参加は 1:1分の家の

紺改昏式と 1IIjじであるという姿勢だった．そうした息いやりの深いところは今

のマハッラとは比べものにならない．

私はその後，別の地区のマンション）りの家に1）I越したので，今仕んでい

る地域のマハッラにつしヽてあまり知らなし、．今でも実家がある地域に戻ると

返叫の人があいさつに来るし，私もマハッラの年．＇ iかりへあいさつをしに家を

訪ねて行くことが多い．（』l：i i者No.32，ウズベク人，男‘l"I..，アンデイジャ

ン）

さらに別の1il|：言者も胄時のマハッライ［民の説戚のような緊密な閃係を強調し，

その具休的な様相を以下のように述べた．

ソ連時代のマハッラ1主民は今よりも謙虚で，マハッラ Inl]：は他人ではな

かった．それは視戚のような存在だった．お）［し＼の家のドアはl}｝lけっばなし

で，鍵を閉めるというのはなかった． 1ザIIではないけれどしばしばマハッラ

圃士がおI［いの家を訪ね合い，お茶を一紹にした．家で出せる物なんて限ら

れていたけれど，とりあえずある物を出していた．それを食べながら某しく

過ごした．

粁俊しくて，：）両気の人がしヽればその人を；］）jねて様子を 111-Jいた．教育に 1見l

しても，近面のfどもが何か班いことをしたら1t民はまるで1]分の子どもの

ように叱ったし，結婚式も

し、た．

って，札げのことを視身になって衿えて

今のマ／ヽッラだと， 191分のことだけで皐，ij“-1がで， 1：：1分の間題を何とか解

決しようと余裕かない．私も最近は，困ったことがあっても打ちlリlける人が
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いなくて人で悩むことが多くなった．

、［t,ナマンガン）

No. 26. タタール人，女

このように，多くの人はソ辿時代のマハッラの巾心であり，）以動）Jでもあっ

た人間関係を強調する．彼らにしてみれば，それがソ連IIか代と現在のマハッラ

のもっとも大きな辿いであり， ソ連時代のマハッラに対して今でも懐かしく息

う部分である．その懐かしさは人々の l~I 然な視近感とお］一［いに対する息いやり

にあり，それは複数のIIt代がIH]じ地区に{tみ続け，おl［いのことを知りつくし

説戚にもっとも近い近所憫係から出てくるものであった．そのような地域に新

しい人が1［み着いた場合も，その人か近所との関係を大切にすれば，背から住

み続けている人と妍しく住み着いた人の融合によりマハッラというコミュニテ

ィはバランスを1呆つことができた．

2.2 伝統教育の場としてのマハッラ

マハッラの伝統的な教育は，―fどものみならず大人になってからの行動にも

大きく影評する要因の一つとされてきた．その教育は年寄りへの雌敬の念を持

ち，マハッラや応教的な伝統を大事にすること，男性もしくは女性としての行

動とモラルなどである．それはゾj的にマハッラの価値観を押し付けるもので

はなく，マハッラの価値観がモラルと生活を守り，そのモラルが最終的にマハ

ッラを統合し，同じ仕民としての自己認識とアイデンテイティを構築するとい

ったものである．その教育は古くから機能しており，ソ連時代にも衰えること

なく住民から大切にされてきた21)．

約三者の視、し忙からマハッラを客観的にみてきたロシア人女性の ~j［言者による

と，マハッラにはしつかりした教育があったからこそ，廃れることがなく今に

統いているのだと言う．

何よりもマハッラの力はその教育にあると息う．お年寄りへの尊敬やお

互いに対する息いやりを育てるのはとても難しいことだから，小さい頃から

24) マハソラのソ連時代における教行については．＂ Mahalladatarbiia... Tosh ken t : Yosh gvard11a. 

1970参！！｛｛．
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そのようなことを家庭とマハッラで教えるのに私は人賛成だ．今でもメトロ

やバスなどに釆ると佑い人か席を晶ってくれる．

私は｝＇Jしヽじ且， ロシアに行ったことがあった．ハスに釆ったらお年富りが

立っていて，オ＇！＼ヽ人たちが院々と）恢っていた．私が J屯ってし、たオ＇；者に］ 1付を譲

るよう 1iうと，バスに東っていた人粁が私をまるで敵のようにみた．それで

白分かウズベキスタンに1tんでいて，そこではこんなことはあり得ないと言

ったか，それでも』も立とうとしなかった．きちんとした教育をしてくれた

マハソラを店りに息ってしヽるし，教育ll,liでの貞献は）＜きしヽ と息う．

N(）、 29, ロシア人，女11，コーカンド）

もう ＾人のロシア人はマハッラでの近隣Ilill：のもてなしを強闊し，それがし

だいにマハッラに什むウズベク人のみならず他の民放のモラルと価値観へも影

るようになったと 1iう．マハッラのモラルはウズベク人だけのものではな

く，他の民族か共イiできるi,li|；分も多くある．

ロシア人はソ連l1か代にはウズベキスタンの人l]の50％近くを占めていた

ので，この l：地に私たちの伝統と胄恨は板付いていたし，それに従って／l.—.活

していた．

私は最初にマハッラがウズベク人の心であり，その特徴を形成するとこ

ろだと息った．誰かが家に来たら必ずその人の前に食べ物などをおき，お船

を飲ませ，あたたかい言策で励ましてくれる．それは素IIんらしい1吐llも『tだと

息った．

私たちロシア人も長年ウズベキスタンに住み，今ではロシアのロシア人

よりウズベク人に対して胄‘It[［や考え）jに共通、点を感じるようになっている．

私たちのようなロシア人にも，現地の人の考え方や行動様式がすでにかなり

日分たちの心の中に染み込んでいるので，私はロシア人でありながらマハッ

ラの価値観を受け人れたことについて反省などしていない．それには災学が

あるからだ．（』I^．i―i者No.31, ロシア人，女性，アンデイジャン）

マハッラ内における教行はそのI}、」で行われ，ソ連の公的な教脊は学校で行わ
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れた． しかし，教I,｝1|jの多くはマハッラに仕んでおり，彼らは学内ではソ辿」＼の

教行をし，マハッラに戻ると労働に対する姿勢，年寄りに対する帷敬0)念，五

所付き合し 9)』し本などを教えてし、た．そのような場ii記が国1：言者の出‘l立に多く残

っている．

マハッラで一 I-li性かれていたのは，何と L了っても先生だった．先牛かI1rJ 

こうから来られる姿をみると， l原敬と恐怖から家の玄1月のドアや本の後ろに

閻れた． それぐらしヽ 辿慮してしヽ た．

囚ったことに先生と結婚式の）｝ijiで韻を合わせてしまうと，緊張感が休中

を走り，決して小適切な行動をとらないようにした． しかし，次の 11に学校

で「あなたを1li:I□1見かけたが，結婚j¥の手伝し＼がすんだのなら，すぐに帰っ

て勉強しなさい．それとももう結婚したいのですか」と叱ることもあった．

必製な時には生徒を殴ることもあったけれど，それはそれでありかたいこと

だったと息っている． No. 13, ウズベク人，女性， タシケント）

教IriIIiはマハッラ 1}、]で人変帷敬されていた．彼らはマハッラの地位を心iめると

ともに『どもたちのモラル向l：に努めているとして評価されていたからである．

ソ連時代のマハッラのみならす，それ以前も， また現在でも 1lilじである．その

ような教脊者のいるマハッラの様子を，ある訓言者は以下のように息い出す．

私たちのマハッラには教宥者がたくさん仕んでいたから，私たち牛徒は

マハッラを歩くことが怖かった．例えば，マハッラや家の他の帰除をしてし、

ると必ずどこかから先生がみていて，きちんとできていないと後からii_：立さ

れた． もちろん先生が学校に行ったり，帰ってきたりすると必ずあいさつを

した．

先生が多いマハッラだったため，木を柏えるなど共同作業もしよっちゅ

うあった．奇翡婚式があると，当然のように皆が準仙に参加して，スマリャク

（春の祭りのI：祭に大鍋で作る料且ll）などを料理するときもマハッラ令休でそ

れにあたった．（証言者No.27, ウス｀ベク人，女性，ナマンガン）
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マノヽ‘ノラ内に仕む人は，教I,illiや．I恨敬する年寄りの llを気にしイ［動には汁直し

ていた．それはイ［民全員が1njじ行動をしなくてはならないということではなく，

絶対にしてはいけないことがはっきりしていたからである．おl［いに対する

し）j，llIi装などもその枠内でなければならなかった．行動が昨容を越え

ると，長どや咋敬される年寄りによって批判され，高教を受けることになる．

しかしこれは11ij1月に，仕民の行動を規定してしまうことにもなる． iil|:．ti者の

店では，第立欠lIt界人戦中にマハッラのすべての家からliitかが戦予に動員され

ているにもかかわらず， 白分の家放か誰も戦争に行って 1,,ヽ ないことを恥じ， 白

らボランティアとして志頻した人がいるという．

私の伯父は，他の家族は誰かか戦争に連れて行かれているのに日分の家

族からはiiitも戦争に行つていないことを恥ずかしがって，「1分からl頒い出て

洵•i|f．で戦しヽ，

カンド）

ってきた． （証言者No.20, タジク人，男1.fl~:，サマル

こうしたことからも，住民は1［いに誡忍をすかって按し，可能な限り 1lil題は特

で平等に負111し，解決していこうとする姿勢が感じられる．もう一つの例は，そ

れまでマハッラでみられなかった服装についてである．

私たちはマハッラではそれほど長く住んでいなかった．マハッラ住民と

の大きな迎いは服装だった．私たちは，父がいたソ連軍部隊の派追先だった

ドイツから帰ってきて，そのマハッラに住み始めた．外に遊びに行く 11かは，

ドイツで着恨れていた服をよく着ていた．

ある日，私は短パンをはいて外に出た．その格好はマハッラ住民にとっ

てかなりショックだったようだ．彼らの中に短パンをはく人などしヽなかった

のだから．（証言者No.30, ロシア人，男性，アンデイジャン）

マハッラのモラルはilBI人主義を好む人からみると侵轡であり，個人の権利を

奪うものであった．マハッラとの付き合いを制限し，マハッラに迷惑をかけな

い利度に個人の若え）jで行動する人もいた．マハッラもそのような人の存在は
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しており，彼らに）Jづくでモラルを抑し付けることはしなかったが，その

什仄がモラルを完仝に無祝することはIIII•• さなかった．

2.3 民族融合の場としてのマハッラ

歴史的にマハッラの形成過利は異なっており， Injじ職業の人が111］じ地域に仕

み込みそこでマハッラを作った例もあれば，詞じ民族が同じ地域に1じんでマハ

ッラを構成した人々の例もある． しかし，ソ連時代になると，そのようなはっ

きりとしたマハッラ間の区別は；淑くなり，ほとんどのマハッラが多民族のもの

になった．

以ドのように，ウズベク人以外の人かマハッラの中心になっていたこともあった．

私は 10歳までロシア式のマハッラに仕んでいた．マハッラはそもそもア

ジア的な概念だと息うがそこには様々な民族が住んでいた． fどもの頃は

民放という概念をよく」用解できず，だいぶ後になって言菜の紅味かわかるよ

うになった．

私たちのマハッラでは比校的ウズベク人の家族が少なく， どちらかとい

うと非ウズベク人か多かった．記樟に残っているのは長どの存在である． iit

かが家でケンカをしていると，長老か訪ねてきて長時間説教をした． また，

お祝し、事があるとマJヽッラの全員にご馳走が配られた．

1966ーイドの地震で，マハッラの｛じ民が都市にリlっ越すことになり，離れ翡lt

れになった．私はチランザル（タシケントのロシア人が多く住む地区）に仕

み始めたか，そこではマハッラという ii菜をしばら<|サlかなかった． lりび刷

いたのは最近のことである．マハッラ閲係者が年奇りへの文扱や小仲の家庭

に対する手伝いをしているそうだ．

今のマハッラは当時よりも多くの機能と権利を1寺つようになった．行政

機関の場所が辿くて，マハッラはすぐ近所にあるから良いことだと思う．何

か間姐が起こったら解決する機関が近くにあった方が使利に決まっている．

（証言者No.6, タタール人，女1‘It，タシケント）

ウズベク人が主休となって構．成されていたマハッラでも複数の民族が況ざり
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合い，それぞれのマハッラがこれまでlかっていた伝統や沖什翡の口こ， さらに独

日の文化を札か築し始めた．そのような多氏阪l`りか住l]のイ木化やマハソラに対

する芯り，そしてマハッラヘの利汁畝的な参加を脅かすことはなかった．ウズベ

ク人が！［｛判的に多い現在のマj¥‘ノラより， ソ辿時代の多民族のマノヽソラの力が

什休愁が強かったという紅見もある．

fどもの頃はいつもマハッラ内を走り lulって遊んでいた．ウズベク人も

ロシ~ア人のー（→どもも囃竹に班び，お年寄りも[-どもによく ‘ii：.紅してしヽた．マ

J ヽソラ内の 1JIi貨心は見’liだったが，今ではそうした‘ク1;.|） 11 気はなし‘•

〔ソ連の仰(.1本後〕ロシア人が1LIに1砥ると，その喉き家を買って豪邸を作る

ウズベク人が附えてきた．彼らは白分の家を他より豪り1(・で迎うように建てた

かる．』とも 1見l係を持とうとしなしヽし， 1rl分のことばかりで孤立している．

人々の閃係とマハッラはずいぶんと変わってしまった．

ズベク）＼，リH‘}t，タシケント）

No. 9, ウ

ソ連IIが代のマハッラにはウズベク人とともにロシア人や他の民族が数多く住

んでおり，彼らにとってマハッラはウズベク人と詞様に大切なものだった．そ

のーカで，マハッラが存在しない市街のアパートに{tむ人も少なくなかった．ウ

ズベク人やタジク人，カザフ人などはアパートヘ移ることをり兼い，ーJ-i建ての

家を札かえてマハッラに仕んでいた． 1966年にタシケントで起こった大地点のI翡

でさえ，ウズベク人は祈しく作られたアパートではなく，白分たちのマハッラ

に住み続けた．

ロシア人やロシア式の牛活を好む人は，マハッラの伝統的な牛活スタイルで

は，ガス， ‘1じ）],水道が完備されていないため妍市化に住んだ．彼らからみる

と，マハッラは則解しにくく，白分たちとは松l係がないものであった．以ドの

はそうしたことを物諮っている．

マハッラとしヽう 1.i梨は私が1じんでしヽた糾市街地では，I.WI|染みがなかった． 当

時のタシケントはムスリムが住んでし＼た1|l市街地とヨーロッパ人が住んでし＼

tこぶ）i1|i街地に分かれてしヽた．
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ムスリムにとってマハッラは意味があったのかもしれないが，私たちに

とってはそれほど強い影翠限力はなかった． 私の地悩でもマハ ッラ委貝会があ

ったのかもしれないが，彼らの活動はま った く「I立たず，その存在に気付く

人は少なかったと息う． しかも今のように[t活支援を必要としている人がい

なかったため，マハッラ委員会の役割ぱ必疫とされていなかった．

ムスリムの地区では非儀の方‘iよなどが楳なっているので，また迎ったと

思う．私たちはそうした特徴を雌解していなかったので，あまり深入りはし

なかったけれど，少しずつムスリムのお葬式に参加するようになり，人勢の

手伝しヽ が必災で， fl-。＿民Inl士が助け合っていることを知った．例えば，ムスリ

ムのマハッラでおク怜式や結婚式があると，個人屯で1喬子や机．行事に最低限

必災なものを1崩えておくのは1!I.⑰|！なので，マハッラ令休でl!／1i人して皆で使っ

ていた．

また，マハ ッラ委員会ぱ必ずしも委員会として糾織化されていなくても

よかった． l乏老や年寄 りについては砦知っているので，必災な時に相談にi)j

れていた．マハッラ委員会とよばれてはいても事実上はイtむ1人のことを指して

いるようだった．（証言者No.21. ロシア人，女性，サマルカンド）

3. ソ連崩壊とコミュニティ

ソ連の4吐！）],ペレストロイカの1尉代に人ると， しだいにマハッラの機能やそ

れが1木現するイllliイII]観の再検討が行われるようになった．その結呆，マハッラは

いわば社会への役帰を呆たし，ソ連からの独立はこれにさらなる弾みを与えた．

最初に注l]されたのは，民族的あるいはイスラーム的な価値観が生き続ける場

としてのマハッラであり，その復興は大統領や政）府のみならず，民族主義的知

識人によっても支持された．マハッラはそれ自休がウズベク文化の独 l-11•生の視

れであり，ソ辿時代の抑）］ー．．にも耐えた，守るべき伝統だったからである．

しかし，やがて政府はマハッラがウズベク人の社会文化的な伝統であること

よりも，むしろそれが民族間対話を促し，社会を安定させる側而を強調し始め

た．その狙いは，独立直後の社会にみられた民族間関係の緊張や生活水準の低

迷，人々の不悩iや不安をマハッラという伝統的な仕糾みを通して緩和・安定さ
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せることにあった．そのため，政附は非公式のコミュニティであ ったマハッラ

を糾織化し，各マハッラに連‘防委員会や・•定の予符，人材，任務をりえるよう

になった．そして， 11ilの経済状況の悪化と政治環椅の禁追化，とりわけイスラ

ーム過激派の出現によ ってその任務は」曽え奇洸け，最終的にマハッラは非公J.しな

隣人ネットワークから 「公式」の社会ii1位とな ったのである．図6.2は，現代の

マハッラの構造を示 したものである．

このようなマハッラの公式化のプロセスは，次の：．つの段階に4祖用すること

ができる．

第 1段階 政府によるマハッラの認知：独 LゞII'［後の 1992年9)l，大統紅＇！令に

よってウズベキスタン・マハソラ1＼り愛財団が設立された．政府は伝統的なtllIL

扶助組織としてのマハッラを公式に認、知 し，牛『に礼会的弱者に対する支援機能

の強化にオり手した．

第2段階 マハッラの治安・警備機能の強化：イスラーム過激派の出現やテ

ロ活動に対して地域社会の治安を強化するために， 1999年マハッラ・ボスポニ

(I'：I警団） が設立された．

第3段階 ,g,治行政組織としてのマハッラの機能強化：政）府は2003年を「マ

ハッラの年」 と定め，以来その複合的な機能の強化を進めている．

現代のマハソラの4寺徴としては，それが独立して存在するわけではなく，む

しろ，他の政治・経済・社会・文化的な糾織や仕糾みと密接に関連しながらウ

ズベキスタン社会を朴り：成していることが挙げられる．マハッラヘの帰屈、・意識も，

し ！！ 一 マハッラ

←一］

地）j！！！

Lマハッラ連汎委員会 I I マハッラ迎党委員会

図6.2 ウズベキスタンの地域社会内構造

都市型と地方型のマハッラ
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祝度の応はもちろんあるものの，多くの人々のサブ・アイデンテイティを形成

しており， 1且家や民族，地域，ぷ教などを単位とする他の主災なアイデンティ

ティとイ）酋することなく共{fしている． しかも，近年，ウズベキスタン社会の

朴り造的変容にともない，マハッラもその役府I」を少しずつ変化させている．

3.1 生活支援の制度

第一に，マハッラ連梱委員会からの経済的支援（給付金や食柳の提供など）

は，人々がマハッラの存在．、意義を認め，文中、『する I--．で爪炭な如）べlであるだけで

はない．それは，地域共―|iij休内における経済的な相li．怯助を促進し，糾呆とし

てウズベキスタンを［会の安定に少なからず寄与•している．マハ ッラによる支援

の仕組みは，図6.3のように示すことができる．

このような什民の支援制度の祁人はマハ ッラ独自の論則を）よ盤としており， 1iij

じマハッラ内に住む人はその地域で誰がもっとも支援を必炭とするのか，その

人にどのような支援が必製なのかを行政機関の人よりよくわかっているという

前捉に仏づいている．さらに，その支援を行う際には，同じ地域の仕民に対し

て，行政機関よりマハッラ委員会の方がより誡意を持って支援を行うであろう

［マノ‘竺11•民集f□□ {l」口 I□¥
- A • A , ＼ □ 。!［三

A 
＼
 

｀
 

支援衡？t委員会 1◄-- ［□日 ..... . -― ― I マハッラ{t民集会l文

□-~ I委員 I委員

ィ ＼、

ロ直冒三三］
／ □ tl民□□

図6.3 マハッラの支援提供制度
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としヽう認識も1iii提にある ．

しかし，現状ではこのようなマハッラの公式化は必ずしも！！）jネ『された糾呆に

~令って いない． それにはい くつかの則山があり，その中で もやはりマハ ッラに

川家）刀符からりえられる財源が阪られていることや，支援を必災とする人の数

に際阪がないことが拳げられる ．そして，その支援を決める過柱ではどのよう

な人物がマハッラ委員会に人っているのかも関わってくる．非公式で効果的な

什糾みとして槻能してきたマハッラは，公式化され1叶家行政機1月の骨JII！卜にii’ti:

かれることになるが，その後 も詞しよ うな効果をも たらすこ とができるのか，住

民から疑問視する州が多く Id廿こえてくる．

現在のマハッラが良いとか，應W とヽか言う前に，／t．活1ffiについて一つ例

を拳げると，私のドのI術にはおはあさんがイ主んでしヽる．彼女の．｛l汀内は［＼＇［しく

て（経済的に）困っ ている．私たち近憐住民のところにも来て ， 何度か l~I 分

の状況を説明しで帰っ たことも あった．私たちは彼女のためにできる （ご飯

や服を分けてあげる） ことを してあげた．

しかし，彼女の生泊を少しでも良くしようとマハッラ（委員会）か手伝

っているところをあまりみたことはないち）．

ソ連IIが代のマハ ッラでは，人々の役l係が深く，困っている人への対応も旱か

った．このよう な状況は，日発的な支援と近所付き合いで成 り立っていたこと

がわかる ．

公式化されたマハッラではその規校が大きく設定された上に，マハッラの職

員は必ずしも近所に住んでいる人に限らず，広範I川の地域を：i奇理しなければな

らない．公式化されたことで行政機関の下請け機関になり，マハッラ委員会で

働く人も伝統的なマハッラの長老とは異なり，「職且的な存在」になっ てしまっ

た．

ソ連II}代の伝統的なマハッラの長老や彼を手伝う人にとっては，住民の生活

25) こ 0)IIII:, ，は 20011 年から 200(-; 年のマ J ヽ；；ラ に 1 ll する，J乱 1tの •閲として得 られたものである ．こ の
淵1t0)叶細や1111答者のデータに1刈しては，テイムール ・ダダI エヽフ 「マハノラの尖像一11l央アジア

礼会0)仏統と変容．l.束以大学出版会， 2006箪 6-7頁参照．
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を助ける ことは 「仕事」ではなく伝統的な 「使命」であったが，公式化された

マハッ ラの職員にとっては，それは単なる仕事に過 ぎず， しかも，給判は非‘m・

に少なかった． そうしたこと か以ドのii[［オから読み取れる．

私は今でもマハ ッラであまり）廿事を作らないようにしているか， l，21III 

行ったことがある．その時感じたのは，マハ ッラを良くするには非‘常に多く

のことをしなければならないということだ．‘―li然，その活動の 1寸的は人々の

牛活を良くする ことでなければならない．例えば， I{｝子家庭や低収人の家庭

に対する支援の必災I、生であるが，現状は1ぷIっている人が!']分でマハッラ に行

って，「私はとても1{lってしヽて，生活状態は悲惨だ」と訴えないかぎりマハ

ッラは動かなし‘•

職貝の多くはお金（賄賂）で動くとも 1ii--1いた．IIIのような枚数のntlりl占

を持ってくるように言われるこ ともしばしばあ るので，；；正明出:l枚もら う

のにもお金（賄賂） を払うこと も珍 しくないそうだ:26).

3.2 行政としての生まれ変わり

独立後のマハッラの主な財源は国家予算から来るようになり，その使）1Jに1i[l

しても川家機関に対する説明義務が牛じている ．マハッラが国家機関を辿して

財源を確保で きるようになっ てから， マハッラの これまでに呆たしてきた役割

とその形も変わっ た． ソ連1翡代の非公式で国家機関とそれほ ど関係を持たなか

ったイ1：糾みから，行政機関の様相を持つ機関に＿｛l-9＿まれ変わりつつある ．

その役府llには様々なものがあり，例えば，住民の在tî：状況の確認（空き家の

布無，住民登録など），行政サービスの支払いの管理，治安の維持などである．

それに対 しては，1主民の間で息見は大きく分かれる．マハ ッラの役割の強化と

多様‘性から得をする人もいれば，その ようなマハ ッラの変容を｝・評価 しない人も

いる ．さらに， マハッ ラの仕糾みをそのように行政機関の下請け的な存在 とし

て使う ことを鎌う人も少なくない．

以下の ように，マハ ッラの役割強化を評価する人は，自分たちの生活の支え

26) このIIII:^1iは Yさんによるものであり ，それにつし＼ては，テイム ール・ ダダバエ フ［マノヽ ッラの実

像•一中央ア ジア礼会の伝統と変容』，東以大学出版会 ， 2006 年， l 68 貞参照．
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になっていることからその変容を歓迎する．

ソ連時代のマノ＼ッラはあまり Il {,．．たなかった． lヽiIIかの休訓の 1| I身から

うと，マハノラに行って1!ij}国を仰（訊するより行政機閃や共｝）・［党の文祁に行っ

た力が幼呆はあった．

今のマハノラの強化は，良しヽことだと息う．他の行政機閃よりもマハッ

ラの人の方か各地の1叶‘1りに叶しいし，より公平な刊断ができるであろう． fタlj

えば，私の娘は平年廿りから彼女か）外介するアパートに仕んでし、なしヽため，そ

のアパートの住民税を払わなくても済むようにマノヽッラから（姐がもうその

アパートに1tんでいないことを）』［明をしてもらい，マハッラ委員会かそれ

にハンコを抑してくれた．マハッラではなく行政機1月であれば紙 (1り類）集

めで）く変だったと息う． （』［言者No.l, ウスベク人，男性， タシケント）

マハッラの妍しい役割を謹価する人はその連腐）j式も変わり，それに多くの

人が1月わっていることも強調する．仏統的なソ連llが代のマハッラでは複数の長

どが存在し，彼らがマハッラの様々な間題に取り斎llんできた．現在ではマハッ

ラ代表の姿もその役割も多様である．代表には人生経験が應！：かな年1記者のみな

らず，オ『い匪代や女性からも代表が選ばれ始めている．あるマハッラの長名に

言わせると，そのような変容はマハッラの社会内の新しい位ii忙付けを 1リ」{i‘化にし，

将来的にコミュニティ内のすべてのI廿l}姐がマハッラ委員会により解決されてい

くと強調する．

ソ連時代のマハッラはどちらかと言えば非公式な組織であり，例えばマ

ハッラの長老を選び，特で糸青妍式やお合ド式などのことを話し合っていた． liit

かの家でケンカがあると，その人の家に行き，仲介をしていた．

現在はマハッラの中身が変わった．例えば500llt幣以上のマハッラの場

合，その代表と相談役には給料が支払われて，マハッラのポスボニ（I:―|警

団）が導人された．やはりマハッラは少しずつ非公式なものから何らかの形

を持った公式な組織に変わりつつある．これからはマハッラの重要性が増

し，将来的にマハッラはイじ民のあらゆる要望に応えられる組織にならなけれ
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ばならない．

私かこのマハ ッラの代表にな ってからは訓．一人としてガスがなしヽ，水が

ないと文句を言ったことはない．それはマハッラ内で対処できているから

だ．今後，地方自治休の役lillも減少し，人々はあらゆることをマハ ッラに東且

るようになると思う． （iii［言者No.1, ウズベク人，男性， タシケント）

確かに，マハ ッラの執行iケ品の多様＇「生は，財源とキャパシティが限 られている

マハッラの11：糾みに新たなダイナミズムと活力をもたらしている． しかし，以

下の乱l:．言からもわかるように， リーダーシ ップの交杵だけでは，玩代のマハッ

ラが胞える多様な課題を鮒決できないことも明 らかである．

マハ ッラを高く 評価する意見に反論する人は，マハ ッラが単純に国家機関の

一部になってしまい，住民の利益追求ではなく， l甘家機関が本来呆たすべき役

割を放梨し，マハ ッラに押し付けているだけだと 言う．ある証言 者は最近のマ

ハッラ職員の仕事ぶ りを以ドのように語る．

マハ ッラの職員の最近の関心は，誰が公共サービス料金を払っていて，誰

が払っていないか調べることに集中している． しかし，誰かが生活に困って

いるからといって自発的に手助けしようとする職員を私はいまだにみたこと

がない．（証言者No.9, ウズベク人，男性， タシケント）

ある人は，そのような行政としての仕事はマハッラの意：味を変えてしまい，

人々の関係も悲くする，ソ連時代のマハ ッラの良さは行政サビースの一環とし

てではなく，近所付き 合いの中から生まれる暖かい気持ちであると 言 う．

マハッラの特徴の一つに人々の圧倒的な信頼感があり，近所の家のドア

はいつも開いていて自由に行き来していた．それがマハッラの役割を行政機

関が呆たすようにな ってからは，そのような光景をあまりみかけなくなっ

た． （証言者No.37, ウズベク人，女性， タシケント）

もう一人の証言者 も，独立以降のマハ ッラが強化されても，それが人々の信
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頼強化などにつなかってしヽなし、ことを以卜^のように11古す．仕物の外見からして

もマハソラが1KI家行政機1月になりつつある状況を以ドのように残念がっている．

カリモフ人統伯のIl、『代にマハッラはある1兄度1]治を始め，「1］分の 1：地は1’1

分で守れ」としヽうスローガンを1}｝lくようになった． しかし，アンテイジャン

(2005年にl|i内で1El99ドと政）付に反対する勢力が衝突した） 1叶牛のようなことが

起き， どこに行っても建物は窓だけでなく，）古」辺までも鉄の札IIlで1)廿んで，人々

の出人りを制限した．反対勢力から処物を守るためだ．

それは外見的にも良くないし，それまでしていたようにマハッラの建物の

周りに本を梢えることや，すでに少しずつ大きくなっている木を有てていく

ことができなくなった．これはソ連1闘代から続く恐怖と，人々に 1]山がない

ことの現れである． 33, タタール人，女1生，アンデイジャン）

ソ連州壊後に役割と権限が強化されたマハッラのml叶llliにこのような否定的な

梯札Iがある則Iil0) •つは，マハッラと 1叶家行政恨 1月の間に役割の分担がはっき

りみえてこないことがある．それが腐敗やマハッラの話動への様々な、＇悲影評を

りえているといわれている．

今のマハッラは（非国家糾織と占いながら） ！£|家の一部になってしまっ

たが， IK隊機関との関係かが1月確だ． もしマJヽッラが1叶家機関の噌l；であれ

ばそのようにはっきり［『えばよいし，什民機閃であればそれもはっきりする

べきだ．

私たちのマハッラのtな仕事は ({t民の利益をぐfることでなく）次々と

坪且lをならべては，仕民からお金を集めることだ． Ili:| l ，ガスパイプを修j•II!

するためだと i『って集金に来たけれど，今日になって今まで米ていたわずか

なガスすら来なくなった．その前も，よく 1亭氾になったので，直気がちゃん

と使えるようにインフラを修叫すると［『ってお金を集めたが，その直気もま

った＜米なくなってしヽる．私はもう失沼してしヽる．マハッラはイ遵どだと息

う．

こうしたサービスは，マハッラではなく以前のように1」:l家行政機間が行う
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べきだと息う．そうじゃなけれは国家行政機閃や郡のホキミアット（役所）

などはなぜ必災なのか？ こうして私が訊iしている今，彼らはいったい何をし

ているのか？彼らの役府llが何なのかさつばりわからない．（iiil:．言者No.9, ウ

ズベク人，男性，タシケント）

もう ＾人の住民はマハッラの泊動を以下のように批判jする．

マハッラ委員会の活動を私は実感できないでいる．例えば，私が住むマ

ンションには61糾『までの高さに育った大きな木があり，その業っばは風が

吹けばあちこちに骸らばり，仕民は迷惑していた．

私は行政機関にもマハッラにも何度も助けを求めたが，マハ ッラ委員会

は何の手助けもしてくれなかったので，結）五｝自分たちで本を切ることになっ

た．こちらがl頒い出ても無視するのだから， どんな活動をしているのかよく

わからない． （証言者No.41, ウズベク人，男性，フェルガナJl・I)

マハッラ委員会が捉供する支援もあったようだが，マハッラに権限が集まる

一方で，！！国が集まらないことから，戦員の間に不正が多くみられ，腐敗は H

'常的なものになっているという、意見がある．

今のマハッラ（事務所）に1他っている全員がお金（賄賂）をもらってい

ると 言える．その地1|lは，給料が少なくて1|:．．活していけないからだ．

彼らが低収入の家庭を探して支援したなんていう話を1iilいたことがない．

支援をするのは彼らの知り合いか， 高いポストで1t事をしている子どものい

る家庭ばかりだ．その家の子どもたちに気に入られて，自分の用事を済ませ

ることができるからである．将来にわたってお金をもらうためで，お金を渡

さないと何もしてくれない．要は，それさえ渡せばすべてのli:l]題が解快でき

るとしヽ うことだ． （証言者No.46, タジク・ウズベク人，男111・：．，ブハラ‘J‘卜I)

このような否定的なイメージから，ソ連時代以降に生まれ変わり新しい機能

を果たし始めたマハッラに対する愛済は弱くなり，それを拒否する人もまた少
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なくない．彼らは，本米， IぷI家機lllか果たすべき役印lをマハソラてはなく，従

米の行政機1リ」が呆たすべきであり，マハッラにはその能力も l甘源もないと名え

る．その心：見を象徴するのが，以下のウズベク人でマハソラ在什の

ある．

私からみると，ソ連時代のマハッラと今日のマハッラは形が変わったも

のの，いずれも受け人れがたい{f在だ．私はその存在そのものを担否してい

て，バ災だと息っている．今，マハッラ内ではコネや収ll化が盛んで， 1個人的

な利益かないとマハッラKは動こうとしない．

ソビエト政権If、『代のように，すべての公共サービスやマハッラ内の出来

’jiに1月しては行政が訂任を持つべきだと息う． ソ連時代のマJヽッラば元全に

仕民の力で動いていたが，大して1!il題を解決していたわけではなかった．例

えば， どこかの年寄りが病気だったりするとマハッラのメンバー 3人かそ

の人の家に行き，健康状態を尋ねた． もし低収人で支援を必要としている人

がいれば，マハッラ長か住民が出し得る金額を集めて，その家に持って行っ

たくらいだった．それくらいの役割がちょうどよかったんだ．

4, ウズベク人，男性，タシケント）

No. 

特にソ連時代からマハッラに頼ることなく，ある程疫の距翡Itを1ttいてきた人

からみると，変容したマハッラとの付き合い方は一段と難しい．彼らはそもそ

もマハッラというコミュニティの生活に‘I貫れていないため，その論珊を狸解す

るのにl]［しむ．当然，視代の行政機関の機能も兼任するマハッラは受け人れら

れないと言う．

私たち家放は行政機関にはよく行っていたが，マハッラに行っだ謡えは

ない．結婚式の手伝いで倉）庫からコップや椅子，テーブルを借りることはあ

ったが，そういうことは家族で力を合わせてしていた．だからマハッラの手

を{l『りたことはなかった．私はソ連llか代も今もマハッラの力を必要とは感じ

なし、27).
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まとめ

以卜のように，ソ連時代のマハッラの非公式で人々の伝統的なつなかりに）よ

づいていたものに対して，現在のウズベキスタンではマハッラの「公式化」が

着実に辿んでいる．これを批進する政府・の犯いは，行政機能の不足を補うため

にマハッラを組織化し，様々な諜姐を{l:．民レベルで仰（決することである．また，

住民の努力に依存することによって政）付の出費を抑え，少ない予符でより多く

の結呆を牛み出すことを直図している．政附の論則に従えば，住民も得るもの

が多いとしヽうことになる． また，治安の安定化においてもマハッラの役‘哀llは）＜

きく，政府はこの分野でもマハッラに期待を奇せている． しかし，このような

「公式化J,「糾織化」政第には，いくつかの間題が存在する．

第•に ， マハッラと国家の 1月係が小透明である．マハッラがソ連時代を It き

延び，その伝統的な機能を保持することができたのは，マハッラが政府とある

利疫距淵をおき，｛l・：民の日発的参加で成り＼，I三＿っていたからである．現在の「公

式化」されたマハッラは，マハッラ連党委員会が連‘常機関となり， 1t民の杵利

を保証する住民自治組織である． しかし，マハッラ述党委員会の選挙，政策決

定，活動においては政府・の介人が存在＾しており，マハッラ連営委員会はイ］小上＿民自

治組織というよりは国家の紐負機関であると誤鮒されることがあるのも事実で

ある．マハッラ迅闘委員会と政府・・地方白治休の関係を明確化することが求め

られている．

に，マIヽッラ連党委員会の‘i却lり{f/i利と自立が整備されたとはしヽえ，マIヽ

ッラの財政的日立にはまだ葦っていない．なかでも，マハッラ連党委員会の］：

狩はERi家予符から支出されることから，マハッラ述梱委員会は政附の介人を1;ll

止することができない．その上，マハッラが国家予鈴から支給されている財源

とマハッラが迄成するように要求されている任務とのI廿1には明らかな差がある．

ここで重要な点は，そもそもマハッラはあらゆる間題をi解決できるような仕糾

みではないことである． また，政府亭・自治休は選挙など様々な分野でマハッラ

27) この訓冒は2004年から 2006年のマハッラに関する調1tの一環として得られたものである．この

調介の詳細やlul笞者のデータに関しては，ティムール・ダダバエフ『マハッラの実像ー中央アジア

社会の伝統と変容j，東成火学出版会， 2006年、 6-7頁参照．（本文はIiij貞）
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連 1::『委員会に対して指導を行っている．このような状態が続くならぱ，仕民の

マハッラ述院委員会，ひいてはマハッラに対するぢえ）jに忠影醐を与えるだろ

う．

第―̂：に，マ Jヽ ッラに対する什民の見）jには相迅が存・イ［する．住民のマJ ッヽ ラ

に示す姿勢や参加のイー1:）jは決して 4設ではない．マハッラの仕希Ilみはその選訳

枠を什民に与えてきた．古くから，マハ ッラヘの参加が191分の利益につながる，

あるいはマハッラが自分のサプ・アイデンティティの一部だと考えた人はマハ

ッラ に禎柘的に参加したが，そうでなしヽ人には参加しなしヽ I,1山があった． しか

し，政附によるマハッラの「公式化」と「糾織化」が進むと，マハッラの決定

はすべての仕民のIート活に関わるようになり，マハソラに参加するか否か， また，

その参加の利疫について仕民の選択枠がなくなる恐れがある ．附fに，近年マハ

ッラ連‘i芥委員会が福祉・事業や椋々な監壺椴能を担うようになると，マハッラ述

‘,｝府委員公と行政機関との丸竺はあ まり感じ られなくなっ た．多く のマハッラ住民

は，そのような「公式化」政策が古くから自発l`生に枯づいていたマハッラのイ

メージを悪化させるI―1［能‘|化を指摘している．

このような課阻がある以上，マハッラの将来を予測することば容易ではない．

しかし，現在のマハッラ連営委員会の機能がどのように変化するにせよ，近隣

住民の付き合いと非公式な人的ネットワークに枯づいた＋1Hi支援は，現代化の

影翠限を受けることはあれ，将来も‘iiりえ去ることはないと息われる．隣人関係で

成り ーー立つマハッラのもたらす 1木感は，｝！祖史的にその形を変えつつも 維持され

てきたのであり，これからも存在し続けるに違いない．
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